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性を概観した後、14 人の死者と 166 の家屋の焼失をもたらした事件勃発後の経緯を辿り、そ
の和解調停の過程でコミュニティ・ポリシングの手法が果たした役割を効果的だったと評価し
ている。そして終章では本論での議論をまとめたうえで、コミュニティ・ポリシングの受容と
定着に向けた実践上の改善点を提言している。 
 インドネシア警察の改革の中で国民の信頼回復は第一の課題であり、そのための方策として
コミュニティ・ポリシングは有効であり、また多民族国家インドネシアにおいて地域慣習を尊
重しつつコミュニティと連携した治安維持が効果的であることは、本論を通じて著者の強調す
るところであり、それはじゅうぶんに説得的である。その達成への著者自身の願いが強いため
か、事例の肯定的な評価が前面に出ている印象を受け、また日本の警察との比較が、双方の国
の社会事情の違いから、隔たりの大きいものを比べているため、インドネシアの事例分析にさ
ほど役立っていない点は惜しまれるが、自身の実地調査にもとづく具体的な地域現場での警察
の活動描写やそこでの成果と問題点の指摘は信頼に足るものであり、警察の現場での実態調査
という類例の少ない研究として高く評価でき、審査員一同学位授与にふさわしい内容の論文と
判定した。 
以上 
